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古代備前の国は須恵器生産地の一つとして知られ．平城京からもその製

品が出土しています。

― 今回調査した寒風古窯址は，古くから学界において注目された窯址であ

ります。古窯址が所在する丘陵一帯は最近開発計画もあり，その保存策を

たてるため．窯址の分布状況，規模．工房址などについて調査を実施いた

しました。調査は，磁場の変化から窯址の位置を調ぺ．一部トレンチで確

認する方法をとりました。また．従来出土して保管されている遺物につい

ても掲載いたしました。

調査にあたっては，文化庁．奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター．

牛窓町教育委員会をはじめ．関係学識経験者各位から御支援と御協力を得

ました。さらに．心よく調査の承諾をいただいた地元地権者及び調査に従

事された方々に対し，あわせてこの機会に厚くお礼申し上げます。

昭和 53年 3月

岡山県教育委員会

教育長 小野啓―



例 言

L 本調査報告書は岡山県教育委員会が国庫補助を受け「寒風古窯址群緊急調査委員会」に調査を委

託し，その報告にもとづいた邑久郡牛窓町長浜・寒風（さぷかぜ）古窯址群の網査概要である。

2 調査は寒風古窯址群緊急調査団が担当し，昭和53年 1月13日-3月20日にかけて実施した。

3. 調査の実施に際しては地元地権者ならびに国塩，粟利郷両部落の方々のご協力をえた。

また牛窓町教育委員会事務局の職員各位，特に高橋重夫氏には連絡調整等諸事お世話になった。

4. 調査にあたっては，文化庁水野正好，稲田考司 両氏の現地指導を得，多大な御助言をいただ

いた。さらに地元研究者諸氏の現地視察と助言を頂いた。

又，磁気探査については，奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センターの職員各位の参加と協力を頂

しヽた。

5. 報告書に揺載した邑久古窯址群分布地図及び一覧表は調査員である時実和ー，山磨康平が作成し

た。

分布図作成にあたっては備前市，長船町，邑久町，牛窓町の各教育委員会の協力を得た。

a この報告書の作成は識査団の協力を得，主に調査を担当した山磨康平が担い， II-第 2章磁気探
査結果については西村 康が担った。

なお，現地調査，報告書作成にあたっては文化課職員諸氏の多大な協力を得た。

7. IIー第 3章遺物の項に掲載した須恵器は時実氏の多年にわたる寒風古窯址の調査と研究に基づく

採集品のうち，吉備考古館，牛窓町民俗資料館に展示保管されているものの一部である。

須恵器の実測にあたり，便宜をはかって頂いた山手村教育委員会，遺物の借用について多大のご

協力を頂いた吉備考古館館長 宮岡清見氏さらに資料掲載の承諾を頂いた時実氏に記して謝意を表

したい。

なお，遺物の実測については王に宇垣国雅，古屋野桂子 両名の協力を得た。浄書については平

井 勝，写真撮影については井上 弘，両氏の援助を受けた。

＆ 折込みの分布地図は建設省国土地理院長の承認を得て同院発行の 25,000分の 1地形図を複製し

たものである。

（承認番号） 昭53中複，第88号

9. 本書に用いた標高は，すべて海抜高で方位はすぺて磁北である。
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寒風古窯址群緊急調査委員会会則

（設性）

第 1条 寒風古窯址群緊急課五を実施するため，寒風古窯址群緊急調近委員会（以下「委旦会」とい

う）を設囮する。

（目的）

第 2条 委員会は，寒風古窯址群等の調森を行い．その保存と活用方法等を研究することを目的とす

る。

（事業）

第 3条 委員会は，前条の目的を達成するため，次の事業を行う。

(1) 寒風古窯址群等の文化財の調査研究および保存方法に関すること。

(2) その他，目的を達成するために必要な事業。

（組織）

第 4条 委員会の委員は，次の各号に掲げる者のうちから岡山県教育委員会教育長が委咄する。

(1) 学識経験者

(2 l牛窓町議会議員

(3) 牛窓町文化財保護委員

(4 l t男係行政険I母猫員

I 5 l 調査予定区域関係者

（委員長）

第 5条 委員会に，次のとおり委員長および副委員長を紺＜。

（い委員長 l名

(2 l 副委員長 2名

2. 委員長は，岡山県教育委呉会教育長をもってあてる。

副委員長は委員のうちから委員長が委嘱する。

3. 委員長は，委員会を代表し会務を掌理する。

4. 副委員長は委員長を補佐し，委員長に事故あるときは，あらかじめ委員長が指名する副委員長が

その裔務を代理する。

（任期）

第 6条 委員の任期は，調社が完了するまでとする。ただし，それぞれの機関等の代表たる委員は，

その役裁に付る期間に限るものとする。

（会議）

第 7条 委員会は，委目長が招出する。



2. 委員会は，次の事項について審議する。

(l} 会則の制度および改廃並びに予算に関すること。

[2 l 調査保存および活用方法等の基本方針に関すること。

13 lその他，重要な事項。

（事務局）

第 8条 委員会の事務を処理するため，岡山県教育庁文化課に事務局を置く。

2. 事務局員は，委員長が委嘱する。

（監査）

第 9条 委員会に会計監査を実施するために監事を置き，その監事は，岡山県教育委員会教育長が

委嘱する。

（調査団）

第 10条 委員会に，調査とその他の市業を専門的に実施するため，調性団を償き，その調充貝け

岡山県教育委員会教育長が委嘱する。

2. 調査団に，団長を箇<。

（補足）

第 11条 この会則に定めるもののほか，委員会の運営に関して必要な事項は委員会が定める。

附則

この会則は昭和 52年 12月 25日から実施する。



I 調査の契機と経過

調査の契機

岡山県政の地域開発計画の一つとして，東瀬戸内を中心とした大規模な東瀬戸内海洋レクリェーシ

ョン都市計画（註 1)が示されている。この計画の対象地域は問山県東南部の備前市8生諸島から倉

敷市鷲羽山周辺に至る東西約60k胃，面積88.0 0 Otaにのぽる広大な地域にわたっている。そしてこの計

画の地区別整備の方向の一つとして，邑久，牛窓，西大寺地区には，錦海塩田跡地を利用して，この

地区の中核となる都市整備と塩田址背後の丘陵地域を窯址の保存をはじめ，陶芸，クラフトセンター

などの異色ある整備を行うことがかかげられている。

この基本計画に基き，塩田址背後の丘陵地に具体的な構想として「寒風陶芸の里」（註 2)の整備

が計画されている。この整備構想は，錦海塩田跡地を利用する中心都市となる地区と有機的な関連を

もちつつ異色ある陶芸の里とすることをうたっている。さらにその整備の方向は，計画区域を陶芸区

域，共同施設区域，古窯址保全区域の 3ゾーンに区分し，寒風古窯址群の一部の保全をはかりつつ，

掏芸家の創作活動とレクリェーション基地を兼ねた焼物の里とするものである。

今回の調査はこの様な開発計画の中で，国の重要遺跡にリストアップされている邑久古窯址群中，最

も著名な寒風古窯址群の基数の確認，範囲，ならびに窯址と直接閑連を持つ周辺の須恵器散布地の調

査を行い，古窯址群の性格を立体的に把握し，国指定史跡の申請のための資料としようとするもので

ある。

調査経過

昭和53年

l 月 1~ 日 午窓町中央公民館において寒風古窯址群緊急調査委員会の発足，ならびに第 1回の調査団

会議を持ち，調蒼計画及び凋査スケジュールの検討を行う。

この間調査対象地区約26万miの実施踏査を行い遺跡の状況を把握する。

なお，分布課査と並行し磁気調査対象地区の下草刈りを行う。 (--28日）

日
日
4
0
 

l
2
 

月
～
・一●ーー・

l月25f:1 第 2回の謡社団会議を寒風古窯址視地において持つ。分布調五の結果をもとに磁気謁査

の実施について協議を行う。

～
日
2
6
2
 

月
月
1
2
 

2台のマグネットメーターを使用し，磁気調査を行う。範囲は分布調査結果から 1-3

号窯址，ならびに寒風池東散布地の全面と笹場池散布地，寒風池北散布地の計 3か所を

対象とする。

2月10日 第 3回の凋丑団会品を岡山市内において持つ。磁気調査の中間碧告と今後の謁食方針に

ついて協議を行う。
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． 
2月13日

2月H日
-28日

3月3日

3月 4日
-5日

3月 6日

3月7日

3月88 
---14日

3月15日

3月16日
-19日

3月20日

文化庁稲田技官現地視察

この問，邑久古窯址群の実施踏査と牛窓町民俗賓料館，吉備考古館等に保管の時実氏採

集品の実測作業を行う。

第 4回の調査団会議を岡山市内において持つ。寒風池東散布地を中心とするトレンチ誦

森について検討を行う。

発掘謁丑器材の運搬と， トレンチの設定を行う。

トレンチ調査を開始する。

文化庁水野技官現地視察

第 1号窯址地点から寒風池束散布地へと調査を進める。

第 5回の調査団会議を寒風古窯址現地において開＜。 トレンチ調査結果の検討と史跡指

定範囲について検討を行う。午後現地見学会を開く。

実測作業と補足調査を行う。また16日より調査終了トレンチの埋戻しを開始する。

器材の運搬と補足識査を行う。調査終了。

註 l その目的は「明媚な風光に恵まれた瀬戸内海沿岸地域に．地域住民の理解と参加のもとに．地域特性を生か

した未来志向型の海洋性レクリューション都市を整備することにより，住みよい豊かな地域づくりと増大するレク

リェーション需要に対する健全な活動の楊の提供をはかろうとする」ものである・「東瀬戸内海洋レクリューショ

ン都市基本計画」岡山県 昭和49年10月

註 2 その整備は「古窯址の保存をはじめ．出土品の顕彰を行うほか，全国各地から誘致する優秀な陶芸家に対し．

創作活動の塩を捉供するとともに．来訪する人びとに対し．焼物の試作と研究，鑑代の場を提供することなどによ

り，地域における産業の振興と文化の発展に寄与しようとするものである。「寒風陶芸の里整備構想についてJ

岡山県邑久郡牛窓町 昭和51年 11月

表 l 調 査 日 程 表

下←」
53年 l月

I 
53年 2月 53年 3月

13 ＿ 21 
磁気調査 2T  5 I 2 

16 
20 

トレンチ調査
15 31 

概報作成
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寒風古窯址群緊急調査委員会

役 名 氏 名 所 属

委 員 長 小 野 啓 . ,. 県教育委員会教育長

副 委 員 長 新 地 勇 牛 空ヽu' 町 長

II 大 熊 立 治 県文化財保護審議委員

委 員 田 中 琢 埋蔵文化財センター研究指導部長

II 鎌 木 義 昌 県文化財保護審議委員

‘’ 水 •内 昌 康 II 

II 近 藤 義 郎 II 

II 飛 田 真 澄 県教育庁 文化課長

II 松 本 幸 男 牛窓町教育委員会教育長

,, 福 江 剛 牛 窓 町 議 A コ 議 長

II 竹 内 行 成 牛窓町議会総務委員長

II 岡 義太郎 牛窓町文化財保護委員長

II 小 塩 正 照 国 塩 部 落 区 長

、/ 神 宝 真 粟 利 郷 部 落 区 長

監 事 松 尾 光 男 牛 窓 町 助 役

II ＾ ロ

内 敏 夫 牛窓町教育委員会教育課長

事務 局 長 飛 田 真 澄 県教育庁文化課文化課長

’’ 次 長 塩 見 篤 ’’ 課 長補佐

小 J II 佳 彦
,, 主 幹

光 吉 勝 彦 ’’ 文化財二係長
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調 査

団

役 名 氏 名 所 属

調査 団 長 近 藤 義 郎 県文化財保護審議委員

鎌 木 義 昌 ／ヽ

水 内 昌 康 II 

西 村 康 埋蔵文化財センター技宮

岩 本 圭 輔 If 

間 二~-*' ,中Lヽ 彦 倉 敷 考 古 館 長

西 JI I 宏 山 限 学 園 教 諭

小 野 昭 岡 山 大 学 助 手

時 実 和 • —• 牛窓町文化財保護委員

河 本 清 県教育庁文化課文化財保護主歪

迄 原 克 人 II 

’’ 
伊 籐 晃 II 文化財保設主事

正 岡 睦 夫 fヽ II 

山 磨 康 平 ’’ 
II 

岡 本 寛 久 ,, 
主 事

¥¥Kー

~·:t、こヽ：久

. ! し ill~ぷvr,i,

第 1図 寒風陶芸の里構想図
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II 立地と邑久古窯址群の概観

立地

邑久古窯址群の位置する尚山県邑久郡牛窓町は，岡山県の南東部の瀬戸内海に面した気候温暖な低

丘陵地帯である。町内の中央には東西 5k加の小半島が東に突出し，その前面には前島，黒島，黄島等

の島々が点在し，瀬戸内特有の多島美の景観をみせている。牛窓半島の背後は，現在では錦海湾をせ

き止めた大塩田の跡地が広がっている。この場所は前述したレクリェーション都市構想の中心都市が

計画されているところでもある。この塩田跡北側は標高50---100mを測る低丘陵が続いており，この

丘陵の旧海岸線より北東に 1.3 km程の丘陵南～西斜面に，寒風古窯址群が立地している。

牛窓町は昭和29年，邑久郡牛窓町，鹿忍町，長浜村の 3か町村が合併し，さらに昭和30年に大宮村

の一部の編入を行い，現在に至っている。（註 1)

町内における著名な遺跡は，牛窓半島の南面に広がる黄島，黒島に縄文時代の貝塚遺跡が知られて

おり，牛窓湾沿岸と黒島には，牛窓湾をかこ

んで 5基の前方後円墳が立地し，瀬戸内海航

ー

.、.
•J 

/
 

i

、̀．／
 

）
 、'‘
.
JJ
 

；

ー

し

ヘ

-

.
~
．J
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亀
）
．
~
ー
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に
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後

に
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岸
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の
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時
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の
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5
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製
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60

築
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時
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知
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丘

’

墳

跡

く

は

墳

一

り

古

遺

多

に

室

同

お

方

祖

が

上

石

’

て

地

名

跡

陵

式

は

れ

戸

の

遺

丘

穴

址

ら

瀬

）

塩

の

横

窯

知

讃

器

製

島

の

古

が

備

土

も

半

期

路の拠点に占地する海辺首長墓群が注目され

てきた。.,-(註 2)寒風古窯址群に代表される

不遥なこの丘陵に古墳時代から奈良時代にか

けて遺跡が急激に増大しており，特異な地域

的特色を現わしている。

邑久古窯址群の概観

邑久古窯址群は岡山県の南東部に位四し，

古墳時代から奈良 1 平安時代にわたる県下最

大の古窯址群である。窯址の分布は備前市と

長紛町の境に位罹する西太平山の南山麓付近
第2図 邑久古窯址群位置図
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を北限とし，牛窓町の錦海湾を南限とする南北 9b, 東西 8k.aの範囲で，備前市，邑久郡邑久町，同

長船町，同牛窓町の 4市町村にわたっている。

邑久古窯址の分布状況は現在80か所程が確認でき，このうち最古の窯址とみられているものが長船

町桂山南山麗から西須恵に所在する窯址中に認められ 6世紀中頃に位饂すると考えられている。（註3)

その後7世紀前半には広高山南麓から寒風古窯址群の位置する南の丘陵上へと広がり，さらに邑久町

福谷から備前市佐山の低丘陵へと拡大してい＜。平安時代になると佐山の低丘陵から北上し，摂上の

東• 西大平山の山麓IC築かれるようになり，初期備前焼窯址へと発展していく。

第 3図の分布図に記載したこれら80か所程の窯址を地形等から概略的に 6区分して以下概要を述ペ

てみる。

桂山山麓（長船町） 標高 2Umの桂山南麓に須恵器散布地を含めて 8か所程の窯址が確認されて

いる。このうち亀ケ原窯址 (Nll.38)は略測が行われ，全長6.5mを測る地下式の登窯であることが報告

されている。（註 4)

広高山丘陵（長船町• 邑久町） 広高山の南北山麓には現在24か所程確認されている。枝状に幾本

もの尾根が延びている南側には各谷ごとに窯址が確認されており密度が高い。

錦海湾北低丘陵（邑久町，牛窓町） 邑久町本庄から牛窓町長浜，さらに邑久町尻海にかけての標

高7炉 lOOmの起伏に富んだ低丘陵に現在17か所程確認されている。邑久古窯址群の南端に位磁し，寒

風古窯址群を含む。

福谷地区（邑久町） 備前市佐山との境界に位置する龍王山から玉葛山の南山麓に現在10か所程確

認されている。なお玉葛山の南斜面にも窯址が存在する可能性がある。

佐山地区（備前市） 龍王山から玉葛山の北山麓および北側の丘陵に現在18か所程確認されている。

特に龍王山北山麓の東西 1k節の間には各谷ごとに確認されており密度が高い。

磯上地区（長船町・備前市） 東• 西太平山の南山麓から東に延びる丘陵にかけて 8か所程確認さ

れている。この地区は初期備前焼窯址も認められ，また瓦窯址も存在する。

註1 岡山県「岡山県市町村合併誌J総編 l9 7 0年3月

註2 近藤義郎「牛窓湾をめぐる古墳と古墳群」「私たちの考古学J10 1956年9月

註3 西川宏「偉前の古窯」「古代の日本」 4 19 7 0年3月

註4 近藤義郎「岡山県邑久郡美和村の一窯址」 r日本考古学年報J3 !955年
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表 2 邑久古窯址群分布一覧表

届号 名称 所~ 在地 時代 地 I] 立地 遺跡概況 :H 」・M1

備前市

I 新 池 佐山亀井戸 奈良 山 林 谷斜面 新池の南束岸から谷にか 須恵器．窯呼片

（山外地） けて 2-)基

2 根切池谷 JI 

＂ 
II 池，山林 谷 根切池およぴ束の小溜池 ＂ 

If 

内より土器片

3 大城池 ＂ 大城池 ＂ 
池 谷斜面 古池の中に灰原霧出 ＂ 

（古池）

4 大城谷 II 大城谷 畑 丘陵斜面 林道より北のプドウ畑中 ＂ ．窯唸片

5 長ぶろ II /} 

＂ 林道より南のプドウ畑中 ＂ 2甚

6 城ヶ谷池 II 奈良 池 谷 束岸南部よりに土器片 JI ，窯咽片

（上池）

7 城ヶ 谷 II 山林，道 丘陵斜面 林道崖面に灰原品出 ＂ ~-

8 赤池内 ＂ 赤池
山 林 II 赤呼池の南の松林の付近に ＂ ，窯咲片窯破片

， 赤 池 ＂ 赤池
池 II 赤池の中に灰原?i出，東 // 

～南岸の範囲

-< 
1 0 赤・ 池谷 II 赤池谷 山 林 1/口~ 赤池上方の小溜池に土器 ＂ ，窯陪片片散布

1 1 富 尾 ＂ 
．昂．． 尾 奈良 宅 地 丘陵斜面 重成氏宅の背後の席に窯 ＂ か露w

1 2 東 山 II 平安 山 林 クuミ 冷:t-1池の上方の谷 ” ，窯限片
（かまがた）

1 3 小屋谷 ＂ 大北
II 1r_r. 変．合:rrtri II 

＂ 
1 4 おうろぐち ,, 山林會畑 II おうろぐち池の荒手の下 II 

＂ 
1 5 高良谷 ＂ 平安 山 林 谷 ＂ 
1 6 元 山 ＂ ＂ ＂ 丘陵斜面 ＂ 
1 7 宝蔵池 ＂ ＂ ＂ ＂ 

窯の本体の...部か森出
＂ 

（光明見）

1 8 狸 山 ” ＂ 
II fr・ 陵 士取りで破壊 ＂ ．瓦

1 9 宝万坂 新庄 ＂ 山林，追
fr.~ 愛余fj面 新庄より香登に越える峠 ＂ 直

長船町

2 0 、.... ,,., , . 峠 磯—I:. 山田 平安 山林．道 1r.r-変余Hrri 磯lこよリ fii¥lllに越える峠 須恵~盛

泊
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-udエt'9Jコ＿ 名 称 所 (I:地 時代 地 n 立地 迅跡摂況 fr¥ :l: ,'i/』

I 2 1 生 砂 磯J::.山田 奈良 山n,-4t地 丘陵端部 生砂池の北東部 須恵器. li. ; 笠
畑 i:t I',・ 

2 2 ー／,介, ＂ 
II 奈良 山 林 11 西太平山の南斜inT3 1i ;(i; 屯器
～平安

2 3 邸山 l ＂ 池杉 平安 牧
tf.j le 陵 没tヽ 谷に面した It:陵上 II .k 

2 4 高山 2 ＂ ＂ ＂ 
II 丘ほ斜而 23 より西に谷—-つへだて II 

＂ 
た南斜面

2 5 亀ヶ 原 II 

＂ 
II 山 林 II 標晶 219mの党法山の北 II 

斜面

2 6 赤井谷 II ff 

＂ 牧場．宅地 ＂ 宅地 JI . 1-t 

2 7 丸山（し 東須恵 山 林 谷 三池の谷阻
’’ 
，窯t:,¥J',・

ょうぷ谷）

2 8 中池西 ＂ 飛鳥 ＂ 丘ほ斜而 中池の西の余輝i ＂ 
II 

～奈良

2 9 播 鉢 西項恵 ＂ 谷 揺鉢池の上手 ＂ 
3 0 北 谷 ＂ 飛n 山林，硲地 丘陵斜面 梨地に灰原露出 II ，窯咽1'1・

ー奈良

3 1 どうかん II 山 林 丘 陵 沌池の南阻I] // 

平担部

3 2 w 木 II 花I凡 飛応 ＂ 丘陵端部 佐府池の堤の西 ＂ , "•"n ••• ,: Iや・.1’, — 

(fr Jftし1) ～余良

3 3 花尻南 II II JI 丘陵斜面 山道に灰脱ぶる出 ＂ ＂ 
（了Eけt2) 

3 4 中E山村、j丘糾: ＂ 
り飛島 山林．近 Li厄笈tt;f艮 林道崖面に灰原b名出 JI JI 

ー奈良 ・ ・

3 5 ltli尼岩下 II II II 丘陵斜面 林道に窯木休露出 II II 

3 6 亥チ旧谷 ＂ 
llJ~、1、, IH II 丘陵端部より !Jlにかけて I/ 

須恵器散布

3 7 亥子ITI谷池 II 古坑 山 n ＂ 亥子田谷の池尻に須忠蹄
’’ 

散布

3 8 亀ヶ 原 II ((.!. ヶ原 ＂ 
II 窯址本体がi名出 II 

3 9 亀ヶ原西 ＂ ＂ ＂ 
II 

4 0 fG. ヶ原北 ＂ ＂ 山林， lH II 亀ヶ原北方の小池付近に ~(i 恵器，：舒:,r:1·,·

j立物/f1..:{Ji

邑久町

4 1 尻 無 西須俎．尻無 畑 丘陸斜而 須恵沿

4 2 大 谷 f/,; 1j-I ti f j 平安 山林．畑 ＂ 西面する忍傾斜地に窯体 II 

露出

4 3 公見谷 ,, クt見谷 奈良 ＂ 
II 

＂ 同 ~-ti- に 3)と I/ ． '. .. ~.. l:tf,. )'I ・

～平安
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爵り 名称 I所 (1:地 ll.f ft 地 il 立地 逍跨慨況 :l'i I ,',,'』

」4 小馬様谷 福谷小馬様谷 平安 灯II. irr~ 各 Ir.」；笈余：hfli 林ium 面に：~Hぐi/~1H 灯n! ↓ ~: 閤;;, ;？苔’しt:!'r・ 

,1 5 -i· じ~ ケ 谷 II —1..じ. ヶ,介' 畑 II 120ー130mの高地で眺咽 II 

がよ l，ヽ

・1 6 ベII fll ＂策治谷 ＂ 
II II 

• 窄,... 既,.. ）しI 

4 7 西長尾谷 II 西屁尾谷 、ド安 II II rli 1fliする急傾斜地，措l懇 II 

時に窯址出土

4 8 奥 池 ＂ 山林．池 i~ 余:t『rri II 

.t -g 庄田谷 ＂ 奈良 珊 fr_f, 菱 ~tti↓ 印凌のやや1叶11ifii II 

5 0 湯 通 ＂ 
II 

＂ 丘陵端部 道跨附面に窯址ぷ出 II 

5 1 朝井谷 庄田朝井谷 平安 山 林 丘陵斜面 朝井谷奥の南斜而 II ，窯r:,t片

5 2 国木坂 II 国木坂 山林.F8 谷 ＂ 

5 3 奥二谷 ＂ 奈良 山林＊道蹄 丘陵端部 逍路僅面に窯址露 /-1—! ＂ 今窯隙片

田

5 4 奥吏谷 II 道 路 丘陵斜面 東備西播直で調在 ＂ ＂ 

5 5 更 谷 ＂ 飛-~ 山林．畑 II iム＼ヽ範囲に項忠器出土 II I/ 

～奈良

5 6 紅山（西卒） II 李t勺 II 山道に窯址露出 ＂ 
II 

5 7 ぴし よ II 山林，畑 ＂ ＂ 
II 

ぴしょ谷

5 8 工 田 II 
＂ 

II かなり広範囲から須恵器 ＂ 
II 

出j:

5 9 さざらし ＂ 山 林 ＂ り1;也む危ク）伊i"}j ＂ 
中 池

6 0 _,, ,::: ~c=: -ら. し ,, 山林，池 池の淵 ー一部池：こ水没 II ．窯収片

祖 池

6 1 .,_ ご.,,ご. ら● し ＂ 山 林 谷の東 II 

斜 面

6 2 は← かぜ ＂ ＂ Ir.I'. 袋名HM ＂ 

6~ 火 堤 ＂ ． ＂ 
II 良r'(の項忠器出 t ＂ ； 

6 4 新山 (1) ＂ ＂ ＂ S.36年秋の）~r-N て， r1が原流 ＂ 
失埋没

6 5 ＂ (2) II 依凡 II 谷 S36年秋の)..;:f.f:iて’窯址流 ＂ 
失

ヽ

6 6 ＂ (3) ＂ 
II tiじ袋余lifli []」崩れによリ窯地が現わ ＂ 

れて t,, る

6 7 広 邸 ＂ 飛 .r.ふ ＂ ＂ 災和神社神1"1.T }jの山
’’ 

腹．古くよリ 1:11•:,1 ,_:..:: 笠址
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国g,.t 豆 名称 所 {i=地 時 ft 地 H ,t地 遺蹄概況 出 t-- llII ll 

6 8 祈 林 rE 1B 飛n-道路・ llJ林 tr陵端部 束1紺西播道建設に伴い瀾 ;11恵器．掬棺＂！鳩
（宮的） 奈良 イt 'G. 衣址

6 9 構 谷 ＂ 山 H、 Ir. 陸斜面 ＂ 
7 0 かんにで〈 II II 

＂ ＂ ,,_,. ., ・

7 1 佐 11'・ 田谷 *庄佐Jt-m谷 飛n- II 谷 奥 楼邸130-1--10 rn 7)斜面に ＂ 窯限)',-
奈良 i立1勿i牧M

7 2 猪のかき II II 谷 前面を1f料道路によりふ II 

さがれた小谷

7 3 切 明 庄田 山林・畑 丘陵尾根 かなり広範囲に遺物散布 ¥((.'ぶ粋．鵠尾．窯

::,t: lヤ

7 4 Iヽ 池 本庄 山 林 谷 ＂ 
7 5 赤 谷 ＂ 山林• 池 II 赤谷池秤訥のとき滋物が ＂ 

多屈に出：t

7 6 横尾 ］ II 畑 fr.P袋命l-mi 宮内氏のプドウ也 II 

7 7 II ? ● 9 II 追`斗 銘 丘陵端部 静円寺災山路iを， l・.!fl.') ＂ 
により消失

牛窓町

7 8 ・L 低 長浜 飛島～ 畑 斤ー［袋糸1頂iかなり広範囲に ・l身ぎ片散 項也淫．窯限,•,-

奈良 布

7 9 流 尾 II II 山 林
＂ (78) の西Ji山腹 II 

8 0 ;r~ fl! II II II 谷 II 

8 1 かぺら II II II 丘陵斜[fli ＂ 
8 2 寒風 1. •;J •. JI 

＂ 
II II 2)よ確認 :((.'ど:i~.~匂t,.-.!r!l, 

尾，坤

8 3 II ? r, T」― II II 畑 II 1 Jt II ＂ ＂ 
8 4 11 3~.I ・- II II 11J H・m ＂ 林j在n打(iiに窯址咋出 l陥 ＂ 
8 5 11i di H ＂ ＂ tlJ 林 ＂ ＂ 
（だんがの山： ． 

I 

． 
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m 調査の概要

第 1章 分布調査結果

日時

昭和53年 1月13日-1月20日

参加者

時実和ー（町文化財保護委員），河本清，正岡睦夫，山磨康平，福田正継（県教委文化課

蹴員）

調査の概要

分布調査は寒風古窯址 3か所を中心とする約26万が（第 4図実線の範囲内）を対象地区とし，実施

踏査を行った。すでにこの地域は時実和ー氏等による数十年にわたる詳細な分布調斎から， 3か所の

窯址と 5か所の散布地及び 2基の古墳（横穴式石室）が確認されている。したがって，踏査はこれら

の遺跡の再確認と現状の把握を第ーとし，ついで周辺の踏査を行う方法をとり，約一週間にわたり全

域の調査を終了した。

以下に各遺跡の概要を記述する。

寒風 1号窯址 寒風池（上池）の東斜面に位置する。灰原は池の縁より上手の畑との間の雑木林

中の30X ZOmの範囲に堆積が認められる。

窯址本体は，上手の畑の開墾時に 2基確認されている。当時の踏査によると， 2基ほば平行して位

置し，そのうち南側の 1基 (l-II号窯址）は，上手の雑木林との境の限面に，煙道に近い部分が露

出していたとのことである。北側の 1基 (l-I号窯址）は，畑の中ほどでプランが終っていたらし

し、

出゚土遺物は鴎尾，淘棺，大甕等の大形品を含み，須恵器の各器種が採集されている。なお吉備考古

館，ならびに牛窓町民俗資料館に展示されている時実氏採集品中の「宗風 5139 Jと地番が註記されて

いるものがこれにあたる。

寒風 2号窯址 l号窯址の南 13Omの浅い谷に面した丘陵南斜面に位囲する。この地区は全て畑

に開墾されており，灰原出土の須恵器は耕作時にかなり収り除かれ．足の端にコばみされている。灰

原の現状は最下段の畑に長さ4QmX最大幅3Qmにわたり明確に認められる。．．． 
窯址本体は閲墾以前には窯の段といわれ浴込みの場所が確認されていた。現状でも下から 2段目の

畑の上手が浅く<! まんでいるし出土遺物は，眼尾，陶棺を含み，須恵岩各埋種が採犯されている。前

述の両資；p館に展示されている採集品中の「寒風 5148」と地番が註立されているものがこれにあた

る。

寒風 3号窯址 2号窯址の南東6Qmの丘陵南斜面に位it,'.するC ; 昧ふ工事により窯址が切断されて

おり，山側¢叫笙面に窯断血が硲出してtヽ る。上手の雑沐朴：中をポーリングした結果では，崖面から 5
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m程焼土を確認している。須恵器片は，林迅下方の雑木林，田の付近から若干採集しているのみで現

状では灰原は硲出していない。

笹葉池散布地 笹葉池の北側の丘陵斜面に位闘する。開墾時に畑の下から 3-4段目に須恵器片

がかなり出土している。他にサヌカイトの散布も確認されている。今回の踏査では下草が戊っており，

須恵器 l点を採集できたのみである。

寒風池北散布地 寒風池（上池）の北側の南斜面に位置する。池の淵に須恵器の散布が認められ，

また法面に弥生式土器の包含屈が蕗出している。これらの遺物の散布状況から上手の幅30X 長~Om の

緩斜面には確実に弥生時代の逍跡の存在が考えられる。また須恵器の散布状況からは窯址灰原の可能

性もある。

寒風池東散布地 1号窯址と 2号窯址の間の丘陵尾根から南斜；蘭に位骰する。この散布地の中央

を 1号窯址に通じる山道が通過しており，この両側の畑にかなりの須恵器片の散布が認められる。灰

原の可能性も考えられるが，炭，窯壁は認められない。

寒風東散布地 3号窯址より北東100mの小舌状尾根上に位遣し，サヌカイトが採集されている。

今回の踏査では遺物の採集はできなかった。

中山散布地 寒風窯址群の位個する丘陵から谷をへだてた南の低丘陵vJ南斜面に，サヌカイト等

の散布が確認されている。今回の踏査ではサヌカイト片数点を採集したのみである。

寒風古墳 2 号窯址の西~Om に位置し， 1号窯址に通じる山道に接している横穴式石室墳である。

石室内床面に須恵器片を敷きつめ，須恵質掏棺を納めていた。現状は全て畑になり，わずかに石材が

一部蕗出しているのみである。

中山古墳 前述の中山散布地の南斜面に位筐する横穴式石室墳で，寒風古墳と同様に須恵質陶棺

が出土している。現状では，両側壁の一部と奥壁が残存しているのみである。

表 3 寒風古窯址番号対照表

本報告書 西川氏番号

1 -1号窯址

｝ 3 号 窯 址lー 11号窯址

号窯址｛

1 号 窯 址
2 

2 号 窯 址

3 号窯址 4 号 窯 址
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第 2章磁気探査結果

調査期間

参• 加者

昭和53年 1月26日...._.2月2日

西村 康，岩本圭輔，山本忠尚，田辺征夫，岩本正二（奈良国立文化財研究所）

小野 昭（岡山大学）

河本清，伊藤 晃，山磨康平，福田正継（岡山県教育委員会）

調査範囲（第5図）

磁気測定問査をおこなったのは，第 5図に示した範囲で，笹場池北，寒風池北，寒風池束の三地区

に大別している。これらの地域は，従来から窯跡の存在は知られていても，窯体の正確な位硲や規校

／／  G.N~ 8 

／ ----//~~----

j 

J 
r・・ ―’ 

:o 

r,.、

,.,,-・ 

0-・.. ~--'\ 
-',, 

寒風古窯址群磁気測定範図＿
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定したものである。

測定は測定区全体に 2m問隔のグリッドを設定しておこなった。各々の設定は地形にあわせて等裔

線にそった測線になるように考慇した。また測点の呼称は，南北はアルファペットを南からAA---AY,

年 Yのように順次組みあわせ，東西は算用数字によって東から西へ数が増加するように表わした。

測定点数は，笹場池北地区1107, 寒風池北地区231,寒風池東地区3385の合計4700点余りである。

探査方法

地下追構は強弱の差はあっても，地球の磁場に影替を与えている。特に窯跡のように高熱を受けた

遺構は，熱残留磁気を帯びているため，強い磁気異常を示すことが知られている。この磁気異常を測

定することによって，遺構を発見するのが磁気探査法である。

今回の探査に使用した機器は，米国ジオメトリクス社製プロトンマグネットメーターG-816,G-

826の二台で，いずれも任意の地点での地磁気の強度を士 1ガンマの精度で測定できる。

探査対象地域は，測定の障害となるノイズがまったく無いことを事前に確かめていたので，これに

対する配慮は必要なかった。｀しかし，測定区が寒風池東地区のように広域である場合には，測定が数

日にわたるため．各日毎の測定値相互のレベルをそろえる必要があった。このためには固定点を設け，

毎日の測定開始時に必ずこの点で10回の測定をおこなった。また日変化の補正のためには，各日毎に

決めた定点において， l --1. 5時間毎に10回の読みとりをした。調査期間中最大の磁気変動は 1時間内

30ガンマであった。

測定点は先に述ぺたように 2m間隔である。窯体の幅が 2m前後とみられることや，強い磁気を器

びていると予想されるため，この程度の間隔で測定するのが最も能率的であると考えたためである。

また測定器のセンサー（磁気感知部）の高さは 4フィートとした。窯跡のような強い磁気を感知する

には，この高―さで十分であり．低くすることによって受ける表土の影膀が少ないようにしたのである。

探査結果

探査の結果， 5ケ所に明瞭な磁気異常を認めた。これらはいすれも，寒風池東地区内にある。笹場

池北の両地区では，窯跡の存在を示すほどの磁気異常はみられなかった。

以下に磁気異常個所を地点別に報告する。磁気異常は磁気強度のコンターマップによって図示した3

なお各地点毎の図示範囲は第 2図に示すとおりであるが，この区分は便宜的なものである。

1号窯地点（第7図） この地点は，時実和ー氏の調社によって，二屈の窯跡が存在することが

知られていた。また視地では，崖面に灰屈の蕊出が認められ，これを中心に探査結果を照合すれば，

窯体の位附が正確に推定できると考えられた。

探食結果をみると（第7図）， D£150とDA144地点を中心とした二個所に，尉囲より 20ガンマ程磁

気の強い部分がある。また，これに対応する磁気の弱い部分がそれぞれ北側にあって，地下に遺構や

埋没物のある場合の典型的な邑気異常の形を；ドして tヽ る。この磁気異常が丘陵斜面の利い方へ向って，

紐長く 0) ぴているところから，この二個所九窯体と推定した。二l1~にいずれもほぼ東西の方向をとり，
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延長約 6-7mほどの長さで，南北に約 4--5 m離れているとみられる。南の方の窯体 (l-Il)は，

やや束へ寄っているようである。現在鉗出している灰附は，この南側の窯体とよく対応する。

なおこの地点では，他にCW158の点を中心に磁気異常を認めたが，この部分は崖面にあたっている

ため，地形の影翌で生じたものの可能性が弥く，窯体とは判定しなかった。さいわい，確認調査の際

にこの部分も発掘され，窯体は存在しないことが確かめられた。

2号窯地点（第7図） この地点は現在畑地で，窯壁片や須恵器片が広範に散布しているところ

から，窯体の残存状態が悪いのではないかと思われた。そのような場合には，弱い邑気しか示さない

ため，探査が困難となることもある。しかし探査結果をみると， 1号窯の場合よりも強い磁気を示

すことがわかった。 BT88地点を中心とした，南北に長い磁気異常がそれで，局囲より約80ガンマ程

惟い。ここでも強い磁気部分の北には，磁気の弱い個所がみられ，磁気異常の形としては典型的なも

のといえる。窯体はほぼ等高線に匝行して，約 8mほどの長さに残存していると推定される。

なおここでは，窯体前方のBKラインにそって，東西方向に細長い形で磁気異常が認められるが，こ

の部分はちょうど畑と畑の間にある崖面にあたっており，地形の影膀によって生じたものとみられる。

3号窯地点（第8図） この地点は山道によって破壊された窯体が，崖面に認出している場所で

ある。探面の結果，露出した窯体に一致する形で，磁気異常を認めた。窯体部分は尚囲より30ガンマ

ばかり強い磁気を示し，北には磁気の弱い部分があるが，これは通常みられる位骰よりやや東へ寄っ

ている。窯体は延長約 6-7m残存していて，断面露出個所からみるとやや北西の方向にのびている

ようである。

A地点（第 8図） BK112地点を中心に狭い範囲の性い磁気異常を認めた。周囲より約 120ガン

マ程磁気が強い。これは磁気の強い部分の北側に半円形の弱い部分があり，典形的な極部磁気異常の

形を示している。ここでは磁気異常の形は，窯跡のような長い形態をとっていない。窯跡以外の地下

遺構，または他の埋没物などによって生じた磁気異常と考えられる。

B地点（第9図） Bf40地点をh心に，局囲より40ガンマ程強い磁気異常を認めた。これは西北

から東南方向に細長く，今までにみた窯跡と同じ形態の磁気異常である。しかしここでは，強い磁気

異常の北側に必ずみられる磁気の弱い部分がなく，窯跡と判断するには不十分なものと考えた。また

この部分の南は，山辺の崖面であるため，窯跡であれば当然そこに蕗出していてもよい状況にあるに

もかかわらず，視在までに発見されていない点からも窯跡である可能性は少ないとみた。磁気異常の

ある場合，それが地下の何に原因があるにしても，通常北には磁気の弱い部分があるはずだが，これ

が無い理由は現状では不明である。しかしながら，この地点における窯跡や他の造構の存在する可能

性がまった＜否定されたわけではない。今後箕料の増加をまって，検討していきたいと考えている。
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表 4 寒風古窯址群磁気測定値表
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第 3章 トレンチ調査結果

調査概要

トレンチ調査は昭和53年 3月6日より 3月20日までの約 2週間にわたり，寒風池東散布地の遺構の

・確認と第 l号窯址地点の遺構の保存状況と基数の確認ならびに磁気調近の実証を兼ね，最終的には計

l邸のトレンチを設定し，総面積 280戒程の発掘を行った。 トレンチの設定は磁気調査のグリッドを

使用し，これにほば合せて行い，磁気調査との比較検討が簡便に行える方法をとった。

以下各地点ごとの関査の結果を記す。

第 1号窯址地点

磁気調査により反応の認められた 2基の窯址の確認と，灰原に認められた磁気異常部分の 3か所に

計 4本のトレンチを設定した。検出遺構は第 l, 13トレンチから 1-I号窯址，第 2トレンチから l

-11号窯址，又第 1トレンチ南端からは窯址に付屈すると考えられる排水溝状の溝を検出した。ただ

灰原に設定しt;第3・トレ・ンチからは新たな窯址は確認できず，大量の灰原堆禎陪の確認のみに終っt:a

1-l号窯址 当初，第 1トレンチのみで追構の確認ができず，さらに 3m東に新たに第13ト

レンチを設定して窯址を検出した。この結果から第 1トレンチの北半の掘下げを再度行い，両トレン

チで窯址本体の確認を行った。

第 1トレンチでは表上より追構面まで一l.5mt 第13トレンチで一l.lmとかなり深('畑として開墾

した時点でかなりの堆栢が加わっていた。窯址規校は第 1トレンチで窯壁福2.4m,天井部より床血ま

での深さ 35cmを確認し，第13トレンチでは窯壁幅1.9m,残存上面より床面までの深さ95cmを確認した(:

1 -ll号窯址 第 2トレ・ンチ Ct)やや北よりに表土より一55cmで造構上血を検出した。確認した

面での窯址鮫大福L6切を測り，窯壁上面より床面までボーリング位結果←深さI:妙Tを測るー。窯壁北側で

は天井部にかかる部分まで残存しており，窯址のク戊存状況はかなり良好と認められる。

溝状遺構（排水溝） 第 1トレンチの南端でトレンチにU如父する方向で検出した。上血幅50cm, 

探さ 20cmを測り，地形の傾斜に従って東→西に低下してしヽる。こ t))小溝はし Iすれかの窯址に付屈し排

水溝虹虞能を持つ溝と考えられる。

第 3トレンチ 磁気測定の紺；果恣気異常が認められた地点である。トレンチはl立ら数値の大き

かった湯所に福 imx長さ omにわたり設定し灰j印I竹除去後に地：Ji il!i下20cm程まで揺下げた。しかし，

調査結果では新たな窯址は確認できなかった。

地l』iまでvJ灰l泉0)堆枯は北側て1.6mt 南側で80頃を測り，こグトレンチ 0.Jみで1翌狸箱30箱にのは

る須恵器が出土した。

寒風池東散布地

-23-



枇 寒

風

也.. t
 

,̀ 
．
 

,
¥
 

•• 
・‘・

、
ふ
・
`

＼
 

`̀
 

`
`
 

0

9

 `

． 

,
`
＼
 `
＇ 

．

．

 

、

9

9

 

'

｀

.

 

r
 

.

.
 

．． .、

,

〒

`

’

ー
ー
ー
ド
，
＇
＼
｀
．
．
，

上

‘

、

.

'

．，
 

’・し

,’ 

T

昌
’
,

.. ~
 

三
色ふ
6

ト

レ

ン

ニ

ー

｀
 

柑。

一
第

11
ト

レ

ン

チ

一

知

゜
m
 

5
 
ー・~

 ｀
 

'， ̀
, 
ー
，
 

9

.

 

ー
＇ 
ヽ`

 

，
 

し`

 

工

喘
f
 ..
.
 

＼
 

ー

＼
 `

 

第11図 遺構配置図

-24-



T-

「百
_--・ 一...:.. ―... -・マ ・・

／ 
三 _i_L窯址·-~ 一.'.-・. -~-... ―・・. 

111>---- i 

•••• e
 
・
~
·
·
·・・,r 
.t. 

第 1トレンチ

1. 耕這
2.褐色土層
3. 明茶褐色土層
4. 明赤褐色土屈
5. 淡茶褐色土層

6. 黄褐色這
7. 赤褐色環（底•窯壁• スミ含）
8. 暗褐色這（スミ・焼土•窯壁含）
9朋るい淡黄褐色這
10. 暗茶褐色」渾（焼土•窯壁含） 。

2m 

ーロ[窯 址丁
ヱ
／

4

J下
阜

第 13トレンチ

filUJm 

゜
2m 

l. 耕土層

2. カク乱」汎甘
3. 茶褐色上層
4. 茶色土j曽
5. 暗茶褐色士陪
6.暗茶褐色枯質土脳

7. 暗褐色士屈 13. 淡黄褐色粘質土暦

8. 褐色土陪 14. 灰褐色士屈
9. 焼土・窯壁土屈 15. 焦灰色士屈（スミ・焼土含）
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第12図 第 1・13トレンチ実測図 (1- l号窯址）
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第13図 第 2トレンチ実測図 (1-Il号窯址）

第 1・2号窯址地点の中間の北東から南西に延びる小舌状丘陵の地点である。須恵器の散布は陵線

より南斜面にわたりかなりの位が認められ t 当初灰原の可能性も考えられていた。しかし，磁気探蒼

の数値分析では窯址の反応は認められず，また窯壁等の散布も見られないことから窯址に付屈する追

構が最も祖岸に考えられるようになった。

調蒼は地権者の承諾のえられた陵線より北側の地区のみに限定され，般も散布の密度の高い地点へ

の設定が不可能となり，散布地としての全貌は充分つかみえなかった。しかし，計 9本のトレンチか

らは竪穴遺構 3, 溝状追構 2を検出し，ある程度の成果をあげることができたo

なお， トレンチは第 1地点と同様に磁気調査時のグリッドにあわせて設定した。

竪穴遺構 1 第4トレンチほぼ中央と東拡張区で検出した不整形の掘込みである。第 4トレンチ

では方形の掘方を示し，あるいは竪穴住居址の可能性も考えたが，東側を拡張した状況では明瞭なプ

ランを示さず断定できない。

トレンチ壁にそった逍構内の掘下げでは床面まで深さ35 cmを測りほぽ水平な面を呈している。ただ

掘込みの中央で幅15cmX届さ10cm程の地山削出しの高まりが認められた。

出土遺物は埋土上屈～下形に至るまで須恵器（甕•杯等）が出土している。また，前述した地山削

出しの底まりの南側で床面に接し，径lQcmx厚さO.gem程の粘土塊を検出している。

竪穴遺構2 竪穴遺構 lの南 5mにトレンチ幅いっぱいに検出した遺構である。後述する泄状追

構 lと重複しているが円形に近いプランを呈している。
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第14図 第3トレンチ断面図 (1-II号窯址灰原）

トレンチ壁にそった遺構内の掘下げでは床面まで20cmを測りほぽ水
平な面を呈している。掘込み南

端では 2か所に浅い落込みを検出している。

出土遺物は堆積土上屈で須恵器が認められ，下層～床面で弥
生式土器片が数点出土している。

本遺構は周溝，柱穴等が未確認ではあるが弥生時代後半の竪
穴住居址の可能性が強い。

竪穴遺構 3 竪穴遺構 2と5mの間隔を濾き第 4トレンチ南端
で検出した方形プランを呈す遺構

である。 トレンチ墜にそった遺構内の掘下げでは床面まで
最大深さ 20cmを測りほぼ水平面を呈してい

る。床面は南端で削平をうけ堀込み面は確認できなかった。

なお，後述する溝状遺構 2は10cmの間隔を置きほぼ平行しており，
本遺構に付属する可能性がある。

出土遺物は埋上上層～下脳にわたり須恵器を含む。

竪穴遺構 4 竪穴遺構 lの北側に_l,m:0;1間隔苓悩tき検出ヒた長径七2-m-を測る楕
円形の遺構である。

トレンチ壁にぞった選構内の咀下げでは床面までの深さ30cmを測り
はほ水平な面を呈している。

出土遺物は須恵器が堆積土の上隆～下庖にわたり認められた
。

溝状遺構 1 竪穴遺構 1と重複して検出した北東から南西に走る
遺構である。規模は検出長2.5m,

幅30cm,深さ 10cmを測り弓状のプランを呈している。

出上遺物は須恵器片のみである。

溝状遺構 2 竪穴遺構 3と70 cmの間隔を置き北東から南西に走る
遺構である。規校は検出長 3m, 

深さ30cmを測りはほ直進している。

出土遺物は須恵器片がかなり出土している。

その他のトレンチ 遺構を検出した第 4トレンチ以外では耕土下20-30cmで地山面に達
し，造構

は皆無で遺物もほとんど認められない。
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第 4章出土遺物

寒風古窯址出土の遠物については古くから時実和ー氏によって採集され，また種々の報告も行われ

ている。（註 l)

現在これらの採集品は，都窪郡山手村吉備考古館，邑久郡邑久町邑久考古館および邑久郡牛窓町民

俗文化狡料館等に展示されている。採集品からみた寒風古窯址群の特徴は，須恵器の各器種の製作と

共に，陶棺，鴎尾，埓等の特殊な製品も数多く製作されていることである。特に寒風 1号窯址灰原か

らは多屈の鴎尾片が採集されており，供給先である寺院址との関連が注目される。

今回の調査の採集及び出土逍物は 1号窯址灰原のものが王で，整理箱70箱程にのほっている。その

内訳は下草刈り後の採梨品が整理箱40箱程， トレンチ調査による出土品が整理箱30箱程である。

第17....... 26図に掲載した選物は，各資料館に展示保管されている時実氏採集品の一部である。今回の

調査の採集および出土追物は，時間的制約により本報告吾に掲載できなかったが機会をあらためて報

告を行いたい。

寒風古窯址群の須恵器の編年については，時実氏採集品をもとに，西川宏氏により第 1, 第 3号窯

址出土須恵器（本報告翡の第2, 第 1号窯址）を基準にして型式設定が試みられている。 （註 2)

さらにこれらの窯址群の臼料をもとに吉備地方の須恵器の編年作業が行われている。 （註 3)

本項では西川氏の編年に基き，さらにトレンチ詞査の結果を考慇に入れ，寒風古窯址群の採業年代

と変忍について検討を加えてみたい。

出土須恵器の分類

須恵器のうちもっとも普遍的に認められ，器形の変化がとらえやすい蓋杯をそれぞれA--Cの 3分

類とした。

杯蓋A類 (1--12) 口径10--11 cm, 器裔 3-4 cmを基準とする。天井部は丸味がなく□縁端部が

内湾又は垂直に下り，端部を丸くおさめている。

杯身A類 (36---49) 口径 9cm. 受部径11cm,器高 3cm前後を標準とする。受部の立上りは 3--5 

血程と短い。口縁部立上りが受部より下方のもの (41), 受部の退化したもの (36)も認められる。

杯蓋B類 (13-24,34, 90--95) 杯身に法鼠差が現われるが，一般的な器形は口径10--Hcmiか

えり径 9-lOcm,器高 3cm前後を標準とする。天井部中央に擬宝珠様のつまみを付し，内面端部に内

頷するかえりを施している。

杯身B類 (23,50--52, 59) 法皇の差が現われる。小形の器形はやや平底を呈し，口縁端部でゆ

る＜外反する。

杯蓋C頚 (26-29,31--33, 35, 96) B類と同様法鼠の差が認められる。天井部中央に忌平なつ

．みを有し，口縁端部は屈曲する。
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杯身C類 (53-5 7, 58, 61) 口縁部はやや内湾して立上り，端部を丸くおさめている。底部は忌

平で，八字形に底台を付す。

その他杯蓋25,30は上記の分類以外の形態を示すが，少鼠の為指摘するにとどめる。

以上，寒風古窯址群中の，特に l, 2号窯址出土遺物の蓋杯について， トレンチ調森の結果等を考

慰にしてA--Cの 3分類を行った。 A類は西川氏編年における亀ケ原 l式に類似し， B類は寒風 l式

の範中に入り， C類は寒風 3式と同ーと考えられる。

また，これらのA--Cの 3分類は，近年調査が行われた邑久古窯址群中の宮且窯址（註 4)の 1........ 

3類の変遷と同一の様相を呈している。さらに， C類は，同じく調査が行われた奥更谷窯址（註 5)

と同一時期と考えられる。

註 1 時実黙水「土器卜窯址二就テ」『吉備考古』 20 -2 9号 l 9 3 4年2月-1 9 3 6年5月

註 2 西川宏「備前における須恵器の編年的研究古墳時代」「岡山県私学紀要J2 196 6年

西川宏「窯業」（肘古代後期I5 l瀬戸内「日本の考古学」 1970年

註3 西川宏「備前の古窯」「古代の日本』-4.1970年

註4 伊藤晃『新林（宮飢）窯址の詢査報告』邑久町教育委員会 197 4年3月

註 5 涵原克人『奥更谷古窯址の調査報告J邑久町教育委員会 1 9 7 5年 3月

表 5 窯 址 変 遷 表

項目 I 窯 址 Iその他の器種 I年
分類,11-1I 1-n I 

須恵器蓋杯

2 （王なもの）

1 ---12 71・113 

~17世世紅紀初I頭A 類 II 
136-~9 

一

前半

一 13-24, 34 73, 87, 99 前半

B 類 II • I l 
50-52, 59, 90---95 101. 105. 117 中葉

26-29, 31-33 70, 75. 77. 78 

C 類 I ！ I 一 I 
7世紀後半

一
3 5 , 53 ----5 8 , 9 6 82, 83, 100 
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表 6 出土遺物一覧表

u: 牛窓町民俗森料館蔵 K'. 吉備考古館蔵

種 図版 法 屈
形態の特徴 手法の特徴 備 名

類 番号 （匹）

ロ 径 12.8 天井部は丸味がなく平で 天井部ヘラ削り｀他は 焼成やや軟
杯 器 邸 4.4 ある。 ヨコナデ。 胎＿七密
15-1 口経部はやや内弯し．端 色調灰褐色

益 部は丸味を持つ。 残存 口給一部欠損
u 
口 径 11.5 1s~1 と同一形態。 15-1と同一方法。 焼成良
器 高 3.5 胎土密

＂ 15-2 色調灰色
残存 口縁一部欠損（ややひ

u ずみ）

ロ径11.0-12.5 焼成良好
器 t1i 4.1 胎土密

＂ 
15-3 ＂ 

JI 色裳淡胄灰色（自然）釉）
残存完形（ひずみ

u 
ロ 径 10.8 天井部は丸味がな〈平で 焼成良好
器 在 3.5 ある。 胎土砂粒やや大，不純物を

＂ 
15-4 ロ縁部はやや垂直に下り II A.己,>-心

端部は丸味を持つ。 色調灰褐色
u 残存 口緑部一部欠捐

ロ 径 10.6 天井部は丸味がな〈平で 天井部・付箔物多く， 焼成良
器 高 3.2 ある。 整形不明。 胎土やや砂粒大

II 15-5 口緑部はやや内傾し，端 他はヨコナテ.0 .... 色調淡背灰色
部は丸味を持つ。 残存 口緑部一部欠損

u 
ロ 径 10.7 天井部・ヘラ削りか。 焼成良好
器 邸 3.6 天井部内面・仕上ナテ 胎土不純物多〈．黒、•.'f.

II 15-6 II 他はヨコナデのみ。 色調褐色

u 
残存 n緑部-21 ケ＜捐，整形良
好

ロ径10.8-11.3 15-lと同一手法。 焼成良
器 ~ 向 3.8 胎士密

＂ 
15-7 II 色調灰白色

残存 ほぼ完形，ややひずみ
u 
ロ 径 10.4 焼成普通
器 店 3.1 胎土 やや大きい砂粒を含む

II 15-8 ＂ ＂ 色調灰色～褐色
残存 口緑部一部欠損

u 
口 径 10.3 焼成良
器 裔 3.5 胎士不純物を含む

＂ 
15-9 ＂ ＂ 色調灰色

u 
残存 口緑一部欠損，ややひ
ずみ

ロ 径 9.7 焼成良
器 窃 3.2 胎土不純物を含み黒点

ti 15-10 II II 色謂 淡青灰色～わずみ色

u 
残存 口緑一部欠禎，整形良
好

ロ 径 9.6 焼成良
器 高 3.3 胎土密

＂ 
1s~11 ＂ 

II 色調灰色
残存 口緑一部欠損噌！各形良

u 
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種 図版 法 --1'1' 1 •• 
形態の特徴 手法の特徴 備 名

類 番号 (C11I) 

ロ 径 10.0 天井部は丸味がなく平で 天井部不明。 焼成良好

杯 器 高 3 6 ある。 他はヨコナデ。 胎土砂粒やや大．不純物を
15-12 ロ糸点部はやや内傾し，端 含み黒点

'c'fr.,l'. ." 部は丸味を持つ。 色調褐色

u 残存 ほぽ完形．少しひずみ

口 径 8.8 天井部中央に擬宝珠様の 天井部ヘラ削り。 焼成良好
受部径 7.0 つまみを有す。 内面中央部仕上ナデ。 胎土密

" 15-13 器 高 3.0 内面端部に内傾するかえ 他はヨコナデ。 色調淡灰色
つまみ径 1.4 りを施す。 残存完形

.， ' u つまみ高 1. 2 
口 径 8.4 天井部ヘラ削り。 焼成良好，堅緻
受部径 6.7 他はヨコナデ。 胎土密

II 15-14 器 高 2.4 II 色調赤褐色
つまみ径 1.1 残存 口緑一部欠損

u つまみ高 0.8 
ロ 径 8.8 焼成良好

受部径 7.3 胎土密

＂ 
15-15 器 高 2.6 II II 色調 灰白色～明灰色（外而

つまみ径 1.4 自然釉．断面黄灰色）

u つまみ高 0-8 残存 口緑一部欠損

D 径 10.2 焼成良
受部径 8.4 胎土密

＂ 
15~16 器 高 2.9 ＂ 

II 色調褐色
つまみ径 L4 残存完形

u つまみ高 1.0 •• 

゜
径 9.5 天井部は丸味がなく平で ．． 焼成良好

受部径 7.6 ある。 胎土密

＂ 
15'-17 器 高 2.0 内面端部に内傾するかえ II 色調内面• 断面暗黄褐色

りを施す。 外面暗灰色
--

u 残存ほぽ完形

-.・ ロ 径 9.5 天井部中央に擬宝珠様の 焼成良好

受部径 7.5 つまみを有する 胎土密
II 15-18 器 高 3.。内面端部に内傾 す゚るかえ II 色調淡冑灰色

- _;. 7 J又 1 C:: 
J ヽ.'

nキ開す 残存口緑部欠損

u つまみf:;l 1 2 
口 径 9.8 焼成良好

受部径 8.0 
t 

•幸K 密＿
II 15-19 器 高 3.0 

,,, 
” 色漑灰色―灰白色（自然釉.)

つ土径:-・l7 断誼i黒褐色
Li つまみ高 1.0 歿存 口緑一部欠損

口径 9.2-9.7 焼成良好
受部径72-7.5 胎土密

＂ 
15-20 器 店 3 l ＂ 

II 色調青灰色（自然釉）
つまみ径 1 2 ダ曳ft 一音tク,rn
u つまみ高 1 3 
ロ径 9.5-10.0 焼成良好
受部径7.4-8.2 胎土 黒色の混入物あり

＂ 
15-21 器 高 3.8 ＂ ＂ 色調灰色（自然釉）

つまみ径 1 5 残存完形

u つまみ邸 l 3 
ロ 径 9.6 II 焼成良好

受部径 7.3 胎土密

』i ＂ 
15-22 器 高 3.5 ＂ ＂ 色調灰白色（自然釉）

つまみ径 1.5 残存 D緑大きく欠損
! u つまみ高 1.2 

ば 否口径 10.2 菌 ＂ 蓋 ＂ 焼成良好
胎土密

15-23 身口径 9.4 口緑部はやや外傾し 身 届部ヘラオコシ 色調 内面明灰色．外面白灰色

i 身 身器高 3.6 身て立上る。 他はヨコナデ。 ドJ3 斤面灰偲色（自然釉）
K 下端に沈線を施す。 残存 ，姦と身ゆ芍
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種 図版 法 ” 逗 形態の特徴 手法の特徴 備 考
類 番号 (om) 

ロ 径 12.5 天井部中央に擬宝珠様の 天井部ヘラ削り。 焼成やや軟買
杯 ： 

受部径 10.0 つまみを有する 他はヨコナデ。 胎士不純物を含む
15-24 器 Pu; 3.6 内面端部に内傾 す゚るかえ 色調淡黄灰色

蓋 つまみ径 2.0 りを施す。 残存ほぽ完形

u つまみ高 1.3 
口 径 16.0 天井部中央に丸味をもつ 上面自然釉のため詞整 焼成良好．堅緻
器 高 2.2 つまみを有する。 不明。 胎土不純物による黒点

II 15~25 つまみ径 2.3 ロ縁端部は屈曲する。 他はヨコナデ。 色調茫t伐色―赤褐色
つまみ高 1.0 残存 ほど欠捐，整形良好

u 
ロ径15.5-15.8 天井部中央に扁平なつま・ 天井部ヘラ削り。 焼成良好
器 高 2.7 みを有する 他はヨコナデ。 胎土密

II 15-26 口緑溢部で 屈゚曲する。 色調灰色
残存 口緑部一部欠損，ひず

u み大

ロ 径 15.4 天井部は自然釉で不明 焼成良好
器 高 2.5 内面中央部は仕上ナデ 胎土密

II 15-27 II 他はヨコナデ。 色調灰色

残存 口緑みtほど欠損，少し
u ひず

ロ 径 16.5 天井部ヘラ削り。 焼成良好
器高推定 2.5 他はヨコナデ。 胎上 密灰

II 15-28 
＂ 色調 色

残存 口緑部一部欠損，ひず
u み

ロ径17.0-18.1 天井部ヘラ削り。 焼成良好
器高推定 2.5 内面中央部は仕上ナデ 胎土密

II 15-29 
＂ 他はヨコナデ。 色調灰色（一部自然釉）

残存 ほぼ完形，ひずみ大

u 
口 径 11.0 天井部中央に扁平なつま 天井部自然釉で不明。 焼成良好
器 高 1.2 みを有する。 内面ヨコナデ。 胎土密

＂ 15-30 口緑端部は屈曲し，外反 色調灰f(上面自然釉）
する C 残存緑欠損．整形良好

u 端部はシャープである。

ロ 径 14.3 天井部中央に扁平なつま 天井部ヘラ削り。 焼成やや軟
器 高 3 5 みを有する。 内而中央は仕上ナテ。 胎士密

＂ 
16~31 口緑部でほぼ垂直に屈曲 他はヨコナデ。 ．色調淡灰褐色

する。 残存 ほぼ完形．整形良好
u 
ロ 径 15.8 焼成良好
器 高 2.8 胎士密

II 16-32 II I/ 色調乳褐色
残存 口緑部一部欠損

u 
ロ 径 16.8 焼成良好，堅緻
器 高 3.2 胎土密

＂ 16-33 
II 

＂ 色調ねずt色一淡褐色
残存口緑欠損，整形良好

u 
口 径 24.8 天井部中央に擬宝珠様の 焼成良好
かえり径 22.4 つまみを有する。 胎土黒色粒を含む

＂ 
16-34 器 高 5.1 内面端部に内傾するかえ II 色調 外面灰黄褐色，内面淡

つまみ径 2.2 りを施す。
残存 m品．整形良好u つまみ高 1.6 

口 径 31.3 天井部中央にやや扁平な 焼成普通
器 高 3.1 擬宝珠様のつまみを有す 胎土密

益 16-35 つまみ径 0.8 る。 ＂ 色調閤白色
残存

K 

-u-



種 図店 法 jii: 
形態の特徴 手法の特徴 1龍 ?J — 

類 番号 (cm) 

ロ 径 7 5 立上りは内傾しぶ5さ2.5 府部外面ヘラ削り。 焼成良好
杯 受部径 9.1 m を測る。 他はヨコナデ。 胎土密
16-36 器 裔 2.9 受部は短い。 色調 内面明灰色（自然釉）
身 外面茶灰色，断而黒灰色
u 残存ほぽ完形

ロ径 79-8.4 立上りは内傾L高さ25 焼成やや軟
受部径 m を測る。 胎土密

II 16-37 9.6-JO. 2 受部は外上方に内弯して ” 色調 外面乳灰色～淡背灰色
器 高 2.7 いる。 内面乳褐色

u 残存完形，ひずみ大

ロ 径 8 8 立上りは内傾し．店さ 4 底部外面ヘラ削り。 焼成普通
受部径 10.7 m を測る。 底部内面仕上ナデ。 胎土密

II 16-38 器 麻 3.3 受部は外上方に内弯して 他はヨコナデ。 色調乳灰色
いる。 残存完形，整形良

u 
口 径 8.9 立上りは内傾し．高さ 4 底部外面ヘラ削り。 焼成良好
受部径 10.9 mmを測る。 他はヨコナデ。 胎士密

＂ 
16-39 器 庇 2 5 受部は短い。 色調 外面吉灰色．内面茶褐

色
u 残存完形，整形良

ロ径 8.1-8.5 立J:.りは内傾し．高さ 3 焼成良好
受部径 m を測る。 胎土密

＂ 16-40 10.0-10.4 受部は短い。 ＂ 色調淡灰色．断而灰褐色
器 高 3.0 （自然釉｝

u 残存完形，ひずみ大

ロ径 8.6-9.2 立上りは内傾し、高さ 2 焼成 密良好・-
受部径 加を測る。 胎土 I 

＂ 16-41 10會6-11.l 受部は外上方に内弯して ” 色調 灰色（一部自然釉）
器 高 3.1 しヽる。 残存完形．ひずみ大

u 
ロ 径 9.3 立上りは内傾し， 4mmを 焼成良好
受部径 9.5 測る。 胎＿七密

II 16-42 器 高 3.1 受部は外上方に内弯する ＂ 色調 外面青灰色，内面灰褐

--—- 色（自然釉）
u ーダー しヽr1 ず

口 径 10.3 立上りは内傾しし ・5mmを 焼成良好
受~ 部径 12.1 測る。 胎一十 密

II 16-43 器 高 3 3 受部は短い。 ＂ 色調 内面・断而賠茶灰色，
外面 明灰色（自然釉）

u 残存完形，ひずみ 外

ロ径 9 5 -9 8 立上りは内傾し, 4 mmを 焼成良好
受部径 泄lる。 胎：1-. 函

II 16-44 11.0-11.4 受部は内傾している。 II 色調 淡青灰色（自然釉）
器 翡 3.1 残存完形，ひずみ

u 
ロ 径 9.4 焼成良
受部径 11.1 胎土 ．恨裳屈多し、

II 16-45 器 麻 2.8 ＂ ＂ 色調 外も面灰色，内面灰白色
残存

u 
ロ 径 9.5 立上りは内傾し, 3mmを 焼成良
受部径 111 測ふ 胎士密

II 16-46 器 高 2.9 受部は短い， ＂ 色調灰色，外面自然釉
残存完形．整形良好

u 
ロ 径 9.3 ー立I・.'}は内傾し. 4 "'"'を 焼成良好
受部径 112 澗る。 胎-1- 密

＂ 16-47 器 高 3.0 受部は外 l~Ji に向〈。 ＂ 色潤外rfli乳灰色. rt~1f1i淡w
灰色{「I然釉）

u 残―{{- 骨I乃欠捐
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種 図版 法 貸
形態の特徴 手法の特徴 佃 考

類 番号 {om) 

ロ 径 9.1 立上りは内傾しながら端 底部外面ヘラ削り。 焼成良好，竪緻

杯 受部径 11.0 部は外反しs-を測る。 他はヨコナテ." 胎土密
16-48 器 高 3.1 受部は外上方に向く。 色調 外面行灰色．内面赤褐

身 色

u 残存完形

口 径 9.1 立上りは内傾し， s-を 焼成良好
受部径 10.7 測る。 胎土密

II 16-49 器 裔 3.2 受部は短い。 ＂ 色調灰色
残存 完形， 9を形良

u 

短
口 径 8.9 f卜1部に没い凹線を施す。 天井部ヘラ削り。 焼成良
器 高 2.9 他はヨコナデ。 胎土不純物を含み．黒点あ

顆 16-50 り空..,.,,, 

色謂灰色
壺 u 残存 口緑i欠損．整形良

ロ径 8.2-8.5 焼成良
器 高 3.4 胎土密

＂ 
16-51 

｀ 
II II 色調灰白色

残存ほぽ完形，歪み
u 
ロ 径 11.5 口緑部は外傾して立上る。 底部はヘラ肖1Jり。 焼成良好 胎士密

杯 器 居•. ・ 3.7 他はヨコナデ。 色調 内面断面灰色，外面淡
16-52 黄灰色（自然釉）

身 残存 2つの器形がゆ苅，一
u 部欠損

ロ 径 14.1 口緑部は外傾し，斌部は 焼成やや悪く軟
器 高 3.1 丸い。 胎土密

＂ 
16-53 脚部径 10.4 底部は扁平でハ字形に高 II 色調灰白色

台を付す。 残存 口緑一部欠損，少し歪

u み

口 径 20.1 底部はヘラ削り。 焼成やや軟
器 高 4.5 底部内面は仕上ナデ。 胎土密

II 16-54 脚部径 15.8 II 他はヨコナデ。 色調灰白色
残存 ほぽ完形，ヘラ記号

u 「XJあり

口 径 25.0 ロ緑部はやや内苫気味に 底部はヘラ肖ljり。 焼成やや軟
器 r笥・• 5.2 外傾し，端部は丸い。 他はヨコナデ。 ．胎土密

II 17-55 推定脚部径191 底部は扁平でハ字形に高 色調悶褐色．断面黒灰色
台を付す。 残存

u 
椎定口径 26.2 口緑部は外傾し，端部は 焼成やや軟
器

，両ヽ• 5.4 九い。 胎土密

＂ 
17-56 推定脚部径21.0 底部は扁平でハ字形に高 II 

色調閤白色
合を付す。 残存

u 
推定D径 25.0 口緑部はやや内弯気味に 底部はヘラ削り。 焼成良好
器 闊・• 5.8 外傾し端部は九い。 底部内面は仕上ナデ。 胎土緻密

＂ 
17-57 推定脚部径17.6 底部は扁平でハ字形に高 他はヨコナデ。 色調 外面乳灰色．内而淡青

台を付す。

残存肝K 

ロ 径 18.0 ロ縁部は外傾し．端部は 底部はヘラ削り。 焼成軟
器 在 5.5 丸しヽ。 他はヨコナデ。 胎土密

＂ 17-58 底部径 13.7 色詞 外面淡赤揺色言内面・

u 残存
9面淡茶褐色

推定口径 14.5 口緑部は外傾し．端部は 底部不明。 焼成良好
器 ヤ{u, 3.5 やや外反している。 他はヨコナデ。 胎土密

＂ 
17-59 色謂 赤褐色一褐色（自然釉）

u 
残存 口t東部欠損

ー』6-



種 図版 法 問
形態の特徴 手法の特徴 備 考

類 番号 （四）

ロ 径 19.8 底部はほぽ扁平で．口緑 外面底部ヘラ削り。 焼成軟
器 高 3.9 部は外傾している。 内面底部仕上げナデ。 胎士密

lill 17~60 他はヨコ＋テ.0 色調 内面淡褐色缶，外面• 断
而告淡赤総

u 残存

ロ 径 16.3 焼成軟
器 信・1• 7.3 胎土密

II 17-61 ＂ 
II 色謂 内外面明赤褐色．断面

明掲色
u 残存一部欠損

口 径 19.5 天井部は濡平である。 天井部自然釉のため不 焼成良好
器 高 5.0 ロ縁端部はかえりを持つ 明 胎上密

II 17-62 天井部内面仕上げナデ 色調 内面白灰色，外面青灰
他はヨコナデ。 誓，断面淡灰色

u 残存

推定口径 24.4 底部はほぽ扁平で．口緑 外面底部ヘラ削り。 焼成良好
器 両・- 3.7 部は外傾している。 内而底部仕上げナテ.0 胎士密

＂ 
17-63 他はヨコナデ。 色調 外面淡灰茶掲色，内而

K 残存
閤茶褐色

口 径 27.0 底部はほぼ扁平．口縁部 外面底部ヘラ削り。 焼成やや軟
器 蘭・• 3.0 は外傾している。 内面底部は仕上げナデ 胎上密

＂ 
17-64 他はヨコナデ。 色調 淡茶灰色，断面茶灰色

残存完形
K 

推定口径 32 7 焼成良好
器 高 4.2 - 胎土密

＂ 
17-65 ＂ ＂ 色調青灰色

• ~ ,, 

K 

,,,~ ' D 径 135 口緑部は内弯してのひ', 杯部，底部外面ヘラ削 焼成良好
高 器 高 9 2 端部は丸い。 り゚ 胎士密
18-66 脚部径 9.0 脚部は脚端部近くで屈曲 他はヨコナデ。 色調 明灰色，断面淡灰色

杯 脚部高 5.4 し，端部はやや鋭い。 残存 口緑一部欠捐（杯部に
u ややひずみ）

D 径 11.4 焼成普通
器 高 7.1 胎土密

＂ 
18-67 脚部径 7.9 fl II 色調灰色
脚部高 3 5 残存 脚一部欠損（整形良）
u 
ロ 径 120 口緑部は内弯してのぴ． 焼成良
器 高 9.5 端部は丸い。 胎上密

II 18-68 脚部径 9_2_ 脚に一本の凹線で歴あ世り忙，．脚 ＂ 色調茶閑色

,. . 諄批部径&-:7--ト部仕端蔀近--f- , 残存脚一部欠捐
u 端部はやや鋭臼

， tF 径 rz:-rr叶T賽部は内弯してのぴ． 焼成良好
器 高 9.9 端部は丸い。 胎土密

＂ 
18~69 脚部径 9.7 脚部は端部近くで屈曲し II 色調和灰魯
脚部径高 5.8 端部はやや鋭い。 残存口緑程欠捐
u 
ロ 径 7.6 口緑部は体部中央よりず 体部下端ヘラ削り。 焼成良好．照緻

平 器 高 11.7 らしてほぽ亜直に接合し 他はヨコナデ。 胎上密
18-70 胴部径 16.8 ている。 色謂白灰色

瓶 頸部径 4.5 残存完形
K 頸部長 5.3 

ロ 径 6.7 〇枯部は体部中央よりず 体部中央ヘラ削り。 焼成良好

器 高 )5.0 らし，肝に対して78度の 他はヨコナデ。 胎士密

＂ 
18-71 胴部径 18.5 角度に接合している。 色調 外而百灰色．内面茶褐
頸部径 4.5 色
u 頸部長 4.5 残存 ー舟部欠損

'I 
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往 図面 法 1● 1書( 

類 番号 （叩） 形態の特徴 手法の特徴 備 ~~ -

口 径 8.1 口緑部は体部中央よりず 体部下端ヘラ削り。 焼成良好
平 胴部径 19.0 らしてほぼ垂直に接合し 他はヨコナデ。 胎土密
18-72 頚部径 5.4 ている。 色満茶灰色（自然粕）

朕 類部長 6.0 残存完形
u 
器 麻 14.3 体部中央ヘラ削り。 焼成良好
胴部径 17.3 他はヨコナテ”。 胎士密

＂ 
18-73 頸部径 4.6 II II 色調 外而淡灰色），内面灰色
頚部長 5.5 （自然釉

K 残存 口緑部欠損

胴部径 18.9 口頸部は外傾して立上る 体部下半はヘラ削り。 焼成良好，略紐
長 頚部径 4.4 体部中央よりやや上方に 他はヨコナデけ。^  胎土密
頸 19-74 最大径を成す。 高台はりつ 。 色調赤褐色
壺 底部は高（台を付）すとみら 残存頸部、窃台欠損

u れる。 欠損

ロ径 10.5 口頸部は外傾し立上る。す ヨコナデ。 焼成良好
胴部径 20.8 頸部に 2本の凹線を施 高台ハリツケ。 胎土密

II 19-75 頸部径 5.0 体部上半は 3本の凹稼と 色調 ff灰色
頸部長 12.0 その間に刺突文を施す。 残存砧台欠捐

u 
ロ 径 8.8 口頸部は外反して立上る 体部下半ヘラ削り。 焼成良好
胴部径 15.2 頸部に 1本の凹線を施す 他はヨコナデ。 胎土密

II 19-76 頸部径 5.6 体部上半に 2本の細い沈 高台ハリッケ（欠損） 色調 白灰色
頚部長 10.0 線を施す。 残存脚部欠役

K 

器胴頸憩,ロ,,部部部台 径邸fi:径長径 219445 .... 0 8 2 1 

口頸部は外傾し立上る。す 焼成良好
頸部に 2本の凹線を施 胎土密

II 19-77 体部上半は 3本の凹線と ＂ 色調淡w灰色
10.7 その間に刺突文を施す。 残存 口緑，胴部一部欠損

u 11.2 

推定口径 17.0 口緑部はほぽ垂直に立上 体部，外面，平行タタ 焼成良好
り瑞部は丸い キ目のj-ーにカキ目。 胎土密

痰 20~78 肩部に把手を 施゚す。 体部．内面．粁海波タ 色調 明灰色，½断而灰褐色
I タキ目。 残存 l]緑邪
u ! 
口 径 19.5 口緑部はく字形に外傾し 焼成良好

て立上り．端部は凹面を 胎土密

＂ 20-79 持つ。 ＂ 色調灰色，断血暗)( I穴色
残存 口緑邪のみヘラ記号

u 「N」あり

口 径 26.5 焼成良好
胎土密

＂ 
20-80 II II 色調灰1'.l色．断面暗灰色

残存 n緑部のみ
u 
胴部径 9.5 顆部に一本の沈線。 体部下半ヘラ/:'ii]り。 焼成良好
頚部径 2.5 体部最大径に一本の沈線 他はヨコナデ。 胎土密

腺 20-81 と円孔を穿つ。 色調 I火 I~! 色（自然釉）
残存 IJ緑部欠m

K 

推定口径 ll.O ロ縁部は大き〈外上方に 焼成良
器 高 10.8 開き端部は丸い。 胎士密

II 20-82 胴部径 8.2 体部最大径に汲い凹線を II 色調灰～灰白色
頸部径 2.7 1 -2条施す。 残存 ［］註部欠損

K 円孔はやや突出している

胴部径 8.5 頸に一本の沈線。 体部下半ヘラ削り。 焼成良好
預部径 3.5 体部最大径に一本の沈線 他はヨコナデ。 胎士密

＂ 20-83 
古r,,J ,LI .I f';c. i: 5.6 と円孔を穿つ。 裔台を付す。 色謁 I穴白色（自然釉）

K 
裔台を付すC 残存 nt点部欠損
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帷 図版 法 f,t 
形態の特 iJ1 手法の特徴 備 クJ・ 

類 番号 (cm) 

ロ 径 7 0 口縁部はi(f立し．端部は f本;'t[)-f・'j':.ヘラf'jljり。 焼成良好
短 器 高 9. I 丸し¥ 他はヨコナデ。 胎士密
頸 20-84 圃i音Bf各 13.5 色瀾灰白色-! 
空~ .. 

残存 LJ緑部

K 

ロ 径 18.0 [J緑部はやや外傾して． 底部内而は仕上げナデ 焼成良好
器 窃 217 立上り端部は丸い: 他はヨコナデ。 胎士密

鉢 21-85 底 径 135 底面に計23個の孔 色調 外而灰白色，内面昭灰

u 残存
-f 白．断而茶灰色

推定口径 22. 7 ロ緑部はく字形に外反し 体部外面はや平行タタ 焼成良好
推定基部怪18.5 端部は丸い。 キの上にカキ目。 胎士密

甕 21-86 ロ緑部に 2本の沈線を施 体部内面．寄海波タタ 色調内而• 断面茶灰色．外
す。 キ。 『月灰色u 肩部に把手を持つ。 残存

ロ 径 61.5 ロ縁部は〈字形に外反し 体部外面．平行タタキ 焼成良好
基部径 42.5 端部は外傾する平而を成 体部内面．青海波タタ 胎土密

＂ 
21-87 す。 キ 色調 黒褐色～赤褐色，断而

ロ緑部外面は 3本の沈線 暗赤褐色
u と3ヶ所波状文を施す。 残存 口緑部のみ

ロ 径 62.5 焼成良好-
甚部径 44.4 胎士密

＂ 21-88 
II II 色調 賠灰色，も断面灰色

残存 口緑部
u 
ロ 径 63.5 —一 焼成良好
基部径 43.0 胎士密

＂ 21-89 ＂ 
II 色調 暗灰色，断面赤褐色～

u 残存
忙；灰色

かえり径 8. 3 天井部中央に擬宝珠様の 内外面ともヨコナデ。 焼成普通
杯

~-
口 径 10鼻 4 つまみを有する， 胎土砂粒を含む

22-90 器 高 2.9 内面端部に内傾するかえ 色調 外面乳灰色，内而乳褐
蓋 つまみ径 1 5 りを施す。 色
K - つまみ高 1.0 残存 口緑部一部欠捐

かえり径9-9.5 内外面ヨコナデ。 焼成良好，昭緻
ロ径11.0-11.5 内而中央部仕上ナデC 胎土密

＂ 
22-91 器 高 2. 9 II 色調濃灰色～百灰色．外面

つまみ径 1 6 自然釉

K つまみ高 0. 9 残仔完形，歪み

かえり径 8. 3 天井部外面ヘラ削りつ 焼成良
ロ 径 10.3 他は内外lfliともヨコナ 胎土密

II 22-92 器 高 3. 2 II ァ一4＇ 色調 外面灰色．内面灰白色
つまみ径 1. 5 残存完形

K つまみ高 1. 2 

かえり径7.4~8. 5 天井部ヘラ削り。
“ t尭成： nが子

口径 9 8~10 3 他は内外fftiともヨコナ 胎十密

＂ 
22-93 器 向． 3. 5 

” デ。 色調 内[{tj灰色．外而自然釉
つまみ径 1.6 残有 焼けひずみ

K つまみ高 1.2 

かえり径 8. 4 内外面ともヨコナデ。 焼成良
口 径 10.0 天井部不明。 胎土やや祖

＂ 22-94 器 高 2. 9 ＂ 色溝外ff[!灰色，内lni灰白色
つまみ径 1. 8 残存完形

K つまみ裔 l. 1 

かえり径 9. 0 外ffli,I―I緑端部を除き 焼成良好
ロ 径 115 ヘラ肖IJリ。 胎寸： 良

＂ 
22-95 器 翡 3. 5 ＂ 他はヨコ十デ。 色戯外j(ij灰色．内iM灰i'I色

つまみ径 2.0 （外伯i「I然釉）
K つまみ高 LO り~u -,~If~ 
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f"i. 図 !'Ji 法 :it 
形態の特徴 手法の特・徴 i紺

，I ~皐
類 番号 (cm) 

ロ径11.9-12. 4 天井部中央に届¥なつま 外面天井部ヘラ削り。 焼成良好

杯 器 ぶ．］． 2. 7 みを・nする。 他は内外面ともヨコナ 胎上密

22-96 つまみ径 2. 6 口緑部との!fl_で屈曲する 7一―拿っ 色調灰色（外面自然釉｝

必； つまみ裔 0. 7 
残存 完形，焼けひずみ

K 

ロ がLLこ 7. 6 n緑溢部は丸味を持つ。 天井部凹凸が激しい。 焼成良好

器 麻 3. 0 他はヨコナテ.0． 胎士密
＂ 
22-97 色調灰色

残存 完成. f本部—•部欠捐

K 

推定口径 19. 2 ロ縁部は短く．外傾して 底部はヘラ削り。 焼成良

器 窃 3. 3 立上る。 他はヨコナデ。 胎土密

盤 22-98 底部径 12.8 高台はやや内傾している 高台はりつ
け。 色調灰色

残存 口緑部も欠損

K 

推定口径 32. 6 ゆるやかに内反して立上 底部ヘラ削り。 焼成やや軟
. 

器 邸 4, 3 り，端部は丸味を持つ。 端部ヨコナデ。 胎：t 密

fill 22-99 底部．平底。 内面仕上げナデ。 色調 i『天色
他はヨコナデ。 残存

K 

推定口径 11. 3 なめらかで球形を呈し， 外面下半ヘラ削り，内 焼成や
や軟

無 推定器高 12. 4 口辛知端祁は丸味を持つ。 面・底部仕上げナデ。 胎土
密

頸 22-100 他は内外而ともヨコナ 色調悶白色

宮= ァ—一.e 残存

K 

口径10.3-13. 5 椀部は内弯して立上り嗜 台部分はりつけ。 焼成良好

ムEI 椀部器邸 7. 5 嬬部でやや外反する。 婉部下端ヘラ削り。 胎.I: 密

付 22-!0l 他はヨコナデ。 色調 外lfli灰色（部分的に自

椀
然釉）内ffiil培灰色

K 
残存 椀部のみ．焼けひずみ

11 径 11.9 椀部は内弯して立上る。 焼成良好，屹緻

椀部器高 7 .. 1 胎土良

II l2-102 
JI 色潤淡J火色

残存椀部のみ

K ．． 

ロ径14.2-14. 6 杯部は大きく開いて立上 内外面ともヨコナテ.0 焼成良好

邸 器 ~,; :-1 9 5 る。 -胎土密

23-103 脚 径 10.2 脚部はゆる＜開き，中央 色調賠灰色～淡ff灰色（自

杯 脚 邸 6. 0 に凹線を施す。 然釉）

K 
残存 口緑一部欠損

椎定舷大径12.6 体部に一本の凹線を施す。 外面ヨコナデC 焼成良好

［ 
胎土密

23-104 色調灰色（自然釉）

残存 蓋身ともほぼ完形（付

K 
済）

推定口径 6. 8 n緑郎は垂直に立上り， 体部下半ヘラ肖ljり。 焼成良好

短 最大径 11.2 端部は丸味を持つ。 胎土密

頸 23-105 器 窃 6. 2 ff f部に凹線を施す。 色潤淡背閃
g--= 言 底部．平底。 残存口緑欠損

K 

[J径 6.3-7. 7 口縁部は垂直に立上り， 底部ヘラ削り。 焼成良好

最大径 11.2 端部に丸味を持つ。 胎土密

II 23-106 器 邸 6. 6 肘部（体部最大径）に凹 色調灰白色（外面自然釉）

線を施す。 残存はぱ完形

K 

推定口径 6. 8 口枯部はは9ま垂内に立上 体部よりH部にかけて 焼成良好

最大径 12.4 り．嬬部はやや内傾する。 ヘラ削り。 胎土密

＂ 
23-107 器 高 7. 6 r1部に凹線を施す。 他の内外面はヨコナデ 色調 l』K白色（外而自然釉）

K 

残存 〇籍一部欠捐
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版
号

図

番

ー

種
類

rit 
(cm) 

体部高 7.9『J頸部は1本部中央よりず
体部径 13.0 らし，肩に対し75度の角

23-108 t頸部径 3. 3 度で接合している。
底邪．扁平。

法 形 fl~,.,,, の特徴 手法の特徴 備 名

平

瓶

ヨコナテナ。 成

t
謳

焼
胎
色

K I 

" I 2:; -109 I i>i1H lj!;!t~~f~ 仇;Ii::~::~ んヘラ肖IIii 
誓
明灰色（外泊it'I然釉）
断i(fi灰色
暉部饂--・ — 

こ欠損
k
 ず

直
り
垂
ょ
I
..'冒

央
ほ
。

中
し
る

部
対
い
。

体

こ

て

平

は
町
し
一
扁

部
．
合
，

頸

し

接

部

ロ

ら

に

底

•• 
l
.＿
1

1ー

1
1
5
0
2
 

6
2
R
5
4
i
4
i
 

1

1
 

径

高

径

径

長

部
部
蔀

口
器
体
頸
頸

ー・＿

1

9

。
'
一
暑

.••••. 
-

K
 

3
 
2
 

ー

＂ 

ロ径

器高

体部径

頸部径

頸部長
-----
口径

器高
II I 23~112 j体部径

頸部径

K I頸部長

II I 23-lll 

＂ 

成

調

存

焼
色
残

u
 

口径

器高
謀 I23-113 If本部径
頸径

k
 

7
1
4
2
1
-
7
0
7
3
7
-
5
8
9
6
 

7
2
8
4
5
7
3
9
5
4
0
1
9
2
 

l

1

1

1

1

1
 

D頸部は体部中央よりず 口頸部内外面はヨコ
ナ 焼成

らし，肩に対し82度の角 テ・。
胎土

度で接合している。 体部外面はナデ。 色調

底部，扁平。 ＋ 

残存

ロ緑部は外反し，端部は 1底部外面へ？且叩）。

丸味を持つ。体部中央に 他はヨコナア。

径l.5cmの円孔を穿ち丸底

である。体部は外面に二

本の沈線を施す。

,, I残存高 11.' 口縁部は外反している。
f本部径 9 5 I体部中央に径 1.1cmの円

II ¥ 23-JM 頚 部 3. 4 孔を穿ち丸底である。

体部の頸部外面に一本の

K I推定口径 16. 7 I~:.::~~ 五しているこ

良 胎士密

灰～・行灰色(--部自然釉）

口頸部ひずみ小．｛本部

上面にヘラ記号（上）

あり．底部に甕片付箔

誓
灰白色

口頸部一部欠揖

口頸部は体部中央よりず 体部上面の開口部は
円 焼成 良好

らし，肩に対しほぼ垂直板でふさいだ後をき
れ 胎土密

に接合している。 いに仕上げている C 色調 灰色

底部，扁平。
残存 体部及び口頸部欠損

焼成良好

胎土密

色調灰色（自然釉）

残存 口緑部一部欠損（口縁

部傾斜）

—· ―― 焼成良好

胎士密

色調明灰色（自然釉）

残存 口緑部欠捐

哭 [2.4--11~
, ・J;、

一`● k
 峠□一径 1s. 5 f-o縁部は外反し．端部は

やや内傾c

II 124-116 

K 

体邪外面は平行タタキ焼成良好 胎j.:. 密

の Lにカキ目。 I色調 明灰色（自然釉）i疇亨二心Flタタ 罰 ia-諏色

ふ 残存約!.やや歪み。外面

にヘラ記号 (H-)あリ

焼成良好 胎土密

色調 白灰色（断栢l赤灰色）

〗然釉
残存 ．外面にヘラ記号

(1-.)あり

＂ 

口
器
底|
 
7‘, 
.••. 
ー・
-

U
 

4
 
2
 

ー

鉢

径 15. 0 体部は外傾し．体部に 2 内面の底部
は仕上げナ 焼成 良好

高 13.2 I本の沈線を施す： テー。 語 t 密．黒色粒の熔出

径 10. 7 底部は．横に短く張出し 底部ハリッケ
。 色調 外j({j暗灰色（自然釉）

底面に径 2- 3 mmの四L
内11灰色

を穿っている。
残存約t
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まとめにかえて

寒風古窯址群の今回の調査は先学の数十年にわたる諷蒼研究K導かれて，国指定史跡への申請査料

を確保するため，マグネットメーターを使用した磁気探査方法とトレンテによる発掘調査とを兼併せ

て行い．窯址ならびに関連遺構の把握につとめた。

先ず， トレンチ調査に先がけて行った磁気探査では 1........ 3号窯址地点全面をもうらする調査方法を

取り 4基の窯址の確認を行い，さらに各々の窯址R位雌，方向，規模等を明らかにすることができた。

この調査では発掘調査を行うことなく灰原と窯址本体が直結した遺構としてとらえられ．また，窯址

群の立地状況等もより朋確になった。

また，続いて行った 1号窯址地点の rレンチ調査では， 1 • 2号窯址の良好な残存状況等がとらえ
られ．また，磁気探査の精度の高さを実証することができた。さらに灰原に設定したトレンチでは灰

原の堆稜陪の確認ができ 出土須恵器から窯址の操業時期の推察が可能となった。

l ---2号窯址地点の間のトレンチ調査では 4基の竪穴遺構と 2本の溝状遺構等を検出した。これら

の遺構は 1基の竪穴遺構を除き．窯址と時期的にはぼ同一の遺構と断定でき，より関連の強い遠構と

してとらえられる。特に竪穴遺構1からは粘土塊の出土等があり，工房址の可能性も考えられる遺構で

ある。

寒風古窯址群の操業年代はすでに時実氏による採集品からある程度の推察は可能となっており．ま

た西川氏による須恵器の編年作業から寒風 l式（飛鳥時代），寒風 3式（白鳳時代）の型式設定が行

われている。

今回の磁気探査の追認と窯址の保存状況等の確認のため行った第 1号窯址地点のトレンチ調査から，

二基の窯址の具体的な操業年代が判明した。特に I-II号窯址下方の灰原に設定したトレンチからは，

今回分類を行ったA. B類の須恵器を検出し，また，以前にこの灰原から多絨に採集されている C類

は l-I号窯址に伴うものであることが確認され， 1 -JI→ 1 -I号窯址の操業年代順が判明した。

さらにこのトレンチからは亀ケ原 l式に包括されるA類の須恵器を検出しており，寒風古窯址群が古

墳時代末から白鳳時代にわたり操業されたことも明確になった。

この様に今回の調査は．吉備古窯址群中の最も著名な古窯址の一つに掲げられ，また吉備における

須恵器研究の中核ともなった寒風古窯址群の面的な広がり， fJI びに遺構の良好な残存状況が判明し，

操業時期等もある程度具体的になった。さらに竪穴遺構の検出により．関連した施設の存在も明確に

な．った。

窯業遺跡は窯址．灰原．工房址，粘土採掘址等の各々の遺構がそれぞれ有機的関連を持ち．かつ面

的な広がりを持って存在し，さらに各々の窯址の操業年代から立体的にとらえられるぺき遺跡群であ

る。寒風古窯址群の今回の調査においても窯址及びそれに関連した遺構群が具体的に検出され，操業

期間の推察も可能となった。今後，これらの遺構の完全保存が残された重要な課題であり．充分に意

をつくした保存行政指導が行われることを望みたい。
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図版 2
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図版 3

I 11 1号窯址遠景 西から

{21 トレンチ饂査区遠景 南西から
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I II 3号窯 址全 景

南から
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図版 7

(1)第 2トレンチ 1-Il号窯址全景 南から

121第 2トレンチ I-D号窯址断面 西から



(1) 第 3トレンチ全景

南から
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図版 9

~ 

たをも~!,
(1)第 4トレンチ竪穴遺構 1全景 南から



図版 10

(1)第 4トレンチ竪穴遺構 2

溝状遺揖 I 北から



図版 11
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12)第 4トレンチ竪穴遺構 4 西から
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1号窯址灰原出土遺物 I11 



図版 13

1号窯址灰原出土遺物 121



図版 14
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2号窯址灰原出土遺物


